
体 外 診 断 用 医 薬 品
承認番号 22800EZX00061000

糞便中のノロウイルス抗原の検出
（ノロウイルス感染の診断の補助）

ノロウイルス抗原キット

直腸便と排泄便に対応した共用綿棒です。

採便用シート「水洗用トレールペーパー」で、
便のとりやすさに配慮しました。

検体採取とリリース性に優れた
「ハイドラフロック」を採用。

植毛タイプの
「ハイドラフロックスワブGL」
により、検体の取り込みと
リリースが向上しました。

院内での持ち運びがしやすい輸送用チューブにより、
院内感染リスクを低減します。
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本製品
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リリース効率
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Plus になって、 さらに 使いやすく

排泄便は
緑色の目印を
目安に採取

TM

便器に浮かべて排便、採便後は
そのまま流せる水溶性の採便シートです。



試料を調製し 反応容器に3滴滴下します測  定

15分後にラインの有無を判定します判  定

滅菌綿棒（直腸便・排泄便採取用）で検体を採取します検体採取

3
フィルターチップ
をしっかり装着

4
ゆっくりと逆さまにし、
反応容器に3滴滴下

1
検体抽出液のキャップ
を外して採便後の綿
棒を浸し、綿球をもみ
ながら撹拌

2
綿球を搾りな
がら引き抜く
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綿球の3分の1（緑色の目印の手前まで）を目安に採取

排泄便の場合

赤色のコントロールラインと
テストラインの両方が出現した場合
判定に従い、赤色のテスト（T）ラインが薄くても
肉眼で確認されたら「陽性」と判定してください

陽　性

赤色のコントロールライン
のみが出現した場合

陰　性

コントロールラインが出現しない場合

無効･再検査

○
適量

×
少ない

×
多い

操作方法操作方法
詳細は最新の電子化された添付文書をご参照ください

綿球全体で採取

直腸便の場合

○
適量

×
少ない

×
多い

*2 RT-PCR法で1検体が陽性、1検体が陰性
*3 RT-PCR法ですべて陽性

■ 排泄便と直腸便との相関

直腸便

陽性
陽性 48 2*2 50
陰性 6*3 41 47
合計 54 43 97

陽性一致率： 88.9% （48/54）
陰性一致率： 95.3% （41/43）
全体一致率： 91.8% （89/97）

（イムノキャッチⓇ-ノロ Plus 添付文書データ）

排泄便
陰性 合計

相関性
■ 他社製品との相関

イムノキャッチⓇ -ノロ Plus

陽性
陽性 67 7*1 74
陰性 0 93 93
合計 67 100 167

陽性一致率： 100.0% （67/67）
陰性一致率： 93.0% （93/100）
全体一致率： 95.8% （160/167）

*1 RT-PCR法ですべて陽性

他社 イムノクロマト製品
陰性 合計

製品情報

反応容器───────────────────10個
検体抽出液（略名：EX、 キャップ：緑色）────── 5本×2
   付属品 
　滅菌綿棒（直腸便・排泄便採取用）　　　　　　　　10本
　フィルターチップ（緑色：糞便用）　　　　　　　　 10個
　採便用シート（水洗用トレールペーパー）　　　　　 10枚
　スタンド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1個

キット構 成

 イムノキャッチシリーズについては「Eiken POCT SITE」（http://www.eiken.co.jp/POCT/index.html）をご覧ください

製品名───────────    イムノキャッチⓇ -ノロ Plus
包装単位───────────────────  10回分
貯蔵方法────────────────── 室温保存
有効期間─────────────────── 2年間
製品コード────────────────── E-ET05

製 品 概 要

TM

ハイドラフロックスワブGL
一般医療機器 医科用捲綿子

包装単位────────── 10本×3袋
貯蔵方法───────────  室温保存
有効期間──────────── 3年間
製品コード──────────  8-ET05
届出番号─────           13B2X10572000010
製造販売業者 ───── 株式会社スギヤマゲン

（目印位置）

※詳細は最新の電子化された添付文書をご参照ください

本試薬の使用上又は取扱い上の注意については､最新の｢電子化された添付文書｣をご参照ください

【別売品】


